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横浜の 埋立

Reclamation　History　 in　Yokohama

田 中 常 義 （た な か つ ね よ し）

　　　 横浜市港湾局港湾整備部長

1．横浜の 港 ・まちづ くりと埋 立

　 　 　 　 　 　 　 　 か た び ら

　横浜 は，大岡川 ， 帷子川な どの 河 ロデ ル タ に 開発

され た新田 ・塩 田を土台に し て ， 人為的に都市がつ

くられ，開港以後 の 発展が 海面埋 立 に よ っ て もた ら

された典型的な例で あ る
1）。

　横浜 の 中心部 ， 関内 ・伊勢佐木町 周辺 は ，摂津能

勢郡 （大阪府）生れ で 江戸 に出て 木材商を営ん だ，

吉 田勘兵衛 らに よ る大岡川河 口干潟 の吉田新田 （寛

文 7 年，
1667）， 太 田屋新 田 （安政 3年，

1856検地），

横 浜新田 （文化初年頃 ， 1804）な どの新田 ， あ る い

億 埋立 に よ りつ くられ た （図一 1参照）。 また， 帷

子川河 口 の横浜駅周辺 は ， 尾張屋新 田 （安永 8 年 ，

1779検地）， 藤江新田 （文化14年，
1817検地）， 岡野

新田 （天保10年 ，
1839検地）， 平沼新田 （天保10年

着手，1839）な どが基盤 とな っ て い る。市 の 南端，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で い

金沢 の 入 江 には，江戸 湯島聖堂の儒官 ， 永島祐伯泥
き

亀 に よ り泥亀新 田 （寛文 8年 ，
1668）が 開発 され た。

　横浜 の 新田 ・塩田開発 が江戸時代の ほ か の 地域に

比較 し て 小規模で あ り， 停滞ぎみ で あ っ た の は 次の

理 由に よる とい われ て い る 。   開発適地 が吉田新田

を除 く外は ， 海岸が小規模で開発が技術的に困難 ，

  丘陵 と狭長な谷間 の 地形 の ため 内陸部の 開発が未

発達 ，   東海道が 近 い た め
， 街道稼ぎに吸収 され た

図
一 1　 横浜村竝近傍之 図　嘉永 4 年 （1851）
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り，江戸 の 武家 ・商家 へ の 奉公 が盛 ん で 労働力が新

田開発の 起動力 に ま で 高 ま ら な か っ た こ と，   開発

耕地 の 生産性 の 低 さの た め開発 意欲 の 不振，  商業

資本 の 未発達等
2）

。

　嘉永 6 年 （1853），ア メ リ カ 海軍東イ ン ド艦隊司

令長官 M ．C．　 Perry （ペ リー）提督 の 浦賀来航 に始

ま る 開港要求 に備 え て ，松山藩主松平隠岐守に よ る

厂神奈川砲 台」 （万延元年，1860 ）は ， 安政 6年（1859）

の 開港揚 の波止 揚建設 と共 に， こ の地域で の 海岸構

造物 の 嚆矢 とな っ た 。

　明治 5 年 （1872）， 我 が国初 （現在 の 新橋 ・桜木

町駅問） の東京 ・横浜問鉄道 の 開通 に 備え，駅 の 敷

地 を造成す る 野毛浦 の 埋 立 （明治 4 年，
1871）， 高

島嘉右衛門に よ る帷子川河 口砂洲 で の線路用地 な ど

幅35問 （約 63m ），延長 710 閤 （約 1280m ） の 高島

町 の 埋立 （明治 4 年 2 月）に よ っ て 海面埋 立 の 幕開

きとな っ た （図一 2参照）。

　貿易量 の 増大は ， 港の 機能の 充実 を促 し， 明治 3

年 （1870） 9 月 ， イ ギ リ ス 人 技 師 R．H 。　Brunton

（ブラ ン トン）に よ る築港計画 が つ く られ た 。 そ の

f　
ノ拿
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図
一 2　横浜 の 水際線 と市街地　明治 15年 （1882）

後 ， 東京築港計画 との 競合 ， 内務省 の オ ラ ン ダ式技

術 と神奈川県の イ ギ リス 式技術と の 確執な ど迂 余曲

折を経て ， 明治 22年 （1889）〜29年 （1896）に ，横

浜水道 も手が けた内務省顧閙土木師イ ギリス 陸軍 工

兵少将 H ．S．　Palmer （パ ー
マ ー）の 「横浜築港計画

報告書」
3 ） に 基づ き ， 最初の 修築工 事が実現 し た 。

束 ・
北水堤 ， 帷子 川 か ら の ±砂 の 港内流入 を防 ぐた

め の 馴導堤 ， 現在の 大桟橋 の 前身で あ る鉄桟橋 が完

成する。

　 し か し ， 明治20年代ま で は ， 大型船修理 用の ドッ

ク がな か っ たた め ， 同24年 （1891） 6 月，（有）横浜

船渠 （の ち の 三 菱重工 業横浜 造船所）が設立 され ，

敷地 の 埋 立 と，　 2 号船渠 （同30年 4 月）， 石 づ くり

の 1号船渠 （同32年 3 月）が竣工 す る
。

100年後 の

現在， こ の 1 号 ドッ ク は ， 横浜 の 21世紀 へ 向け た都

市づ くりで あ る 「
み な とみ ら い 21」 計画 の 日本丸 メ

モ リア ル パ ーク に含まれ ， 初代帆船 日本丸が保存 ，

係留され て い る 。

　
tt

安政 6 年開港以 来，未タ 半世紀ヲ経過 セ ス ト雖

モ 外国貿易ハ 日進 月歩 ノ趨勢 ヲ呈
”

し て い る が
“
港

ノ経営及税関 ノ設備之 二 伴 ハ サ ル ヲ 以 テ
” 4 ）

明 治 32

年 （1893）〜大正 6 年 （1917） の 間に新港 ふ頭 の 埋

立 （第 1 期48150 坪 ， 約 15．9ha，第 2 期21577 坪，

約 7．1ha）お よび上屋，倉庫 ，荷役機械 ， 橋梁等 の

陸上 設備 が完成 した 。

　
一方 ， 神奈川 か ら鶴 見 の 遠浅海岸は ， 明治30年代

か ら大正 にか け て 民間に よ り工 場 ・倉庫用地等 と し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い つ た

て埋立て ， 安善 ・小野 ・守屋 ・大野 ・出田 ・千若 ・

鈴繁 ・星野 ・橋本 ・山 内 ・高 島 ・鶴屋 ・平沼 ・岡野

・内田
・太田

・吉 田
・
泥亀町 な ど開発者の 名前が つ

け られ て い る
5）。

　特に ， 浅野総
一

郎 の 鶴見埋 立組合 （の ち鶴見埋築

  ，東京湾埋立  に改組） に よ る大正 2 年 （1913）

〜昭和 3年 （1928）竣工 の 浅野埋 立 （154万坪 ， 約

530ha）s）

，工 業立市の 市是実現 の た め昭和 3 年〜同

11年 （1936）12月 にか け て施 行 され た市営子安 ・生

麦地先埋立 （現在 の恵比須 ・宝 ・大黒町 の 1 部，約

202ha ）に よ り， 京浜工 業地帯 の 基盤が つ く ら れ

る
7）

。

　大正 12年 （1923） 9 月 1 日 の 関東大震災は ，開港

以来 ， 市民 が営々 と築き あげ た市街 は もち ろ ん大正

10年 （1921） 4 月着工 し た 外 国貿易設備の 瑞穂ふ 頭 ，

土 と基礎，39− t （396）
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内国貿易 の 山内，高島ふ 頭

を建設する計画 で あ っ た第

3期拡張工 事を中断 させ ，

港 の 施設 に壊滅的な被害を

与 え た
。 災後 50日 目に 着手 ，

同14年 （1922） 9 月復 旧工

事 が完了する 。 し か し ， 災

後 は
“
市内焼跡 の 土 石塵埃

等の 処分 は市街 の 復活 と密

接な る 関係 を有す る問題
”

で あ っ た か ら，市は，10月

15日付で 「焼跡土石 処分 二

関 ス ル 件」 を告示 し，海岸

線 の 4 箇所 の うち
t’
山下橋

ヨ リ税関桟橋 （現大桟橋）

南百間 ノ 地点 二 至 ル 標示 ノ

箇所
”

が瓦礫 の 捨場 に指定

され た
S）

。 こ の 埋立地 には，

復興局 の 帝都復 興 計 画 公

園 の
一つ と し て 山下公 園

（20805 坪 ， 約 6．9ha）が誕

生 し
9）

， 昭和 5 年 （1930）3

月開園，昭和10年 （1935 ）

3 月26日〜 5月 24目の 期間

開か れ た復興記念横浜大博

覧会 の 会場 と もな っ た
1°）

。

　震災復旧工 事 の 竣工 後，

大正 14年 （1925） 4 月か ら

内務省横浜土木出張所は ，

第 3 期拡張 工事を再開 ， 外

防波堤 ， 大桟橋の 増補 ・改造， 瑞穂ふ 頭 ， 高島ふ 頭

1 ， 2 号桟橋，山内ふ 頭が つ く られ ， 市 の 事業と し

て新山下町貯木場 （昭和 10年）， 横浜 ヨ ッ トハ
ーバ

ー （同16年） が完成 し た
11）

。

　こ うして 開港 か ら第 2 次大戦 の 終 りま で に
， 新田

・塩 田 の 干拓 ， 地揚 げを含め約 1400ha の 埋 立地が

造成 され た
。

　第 2 次大戦 の 敗戦に よ り，横浜 港の 港湾施設 の 90

％が接収 され ，市街地 の 42％ ，
22．　96　km2 を戦災で

焼失
12）

， 市の 復興 の た ち遅れ の 原因 とな っ た 。

　昭和26年 （1951） 6 月 1 日， 港湾管理 権の 市移管

を契機 に 「横浜 港拡張計画 」
13）

が策定 され た。商港

January ，1991

図一3　 横浜市 の 埋立変遷図

は ， 接収代替施設 と して 高島ふ 頭 3 号桟橋 （戦前 の

1
，

2 号桟橋 と共 に み な とみ らい 21 （MM21 ）計画

に 包含 され ，昭和 60年 （1985）3 月供用廃止 ）， 出田

町 ふ 頭お よび 日米安全保障条約 に よ る瑞穂ふ 頭 の 無

期限使用 の 代替 と し て の rlr下 ふ頭 （約 46．8ha）が昭

和28年 （1953）〜42年 （1967）に か け て 建設 され た 。

更に ， 昭和40年代 の 海上 コ ン テ ナ
ー
輸送 の 進展に対

応する た め， 本牧ふ頭 （第 1期 171．5ha）， 同関連

産業用地 （341．ha）は 38年 （1963）〜45年 （1970），

ま た ， 大黒ふ 頭は ，横浜 で は 初め て の 島式ふ 頭 と し

て ，第 1 期 221ha が46年 （1971）〜59年 （1984）に

完成 し， 第 2 期 100ha は 55年 （1980）か ら工事が進

23
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め られ て い る。本牧 ふ 頭 の 第 2 期，D 突堤地先埋立

（71ha ）は ， 市内か ら発生す る廃棄物処理 に よ る 埋立

で あ り， ふ 頭用地お よ び砂利 ， 砂 な どを取扱 う建材

L 百百 yTf 　ff 　Rn 　IF．　 rlaRK 、　ln 日 碓 〒 1 極V“一叭 　L ．　 V 　　、　 IPJVV 　　l　　　 丶 A げUU ノ 　　ムV ／J 　
TtlX．亠　 V 　l｝e

　工 業港 は ，

“
在来 の 京浜工 業地帯 の 延長 と し て ，

大黒 町 地先 の 埋 立 と共 に
， 根岸湾 の 埋 立地造成 に よ

り ， 国鉄 （現 JR）根岸線 ・工 業用水道 の 建設 ， 横浜

港 の 整備改善等 と相 ま っ て 工 業港 と し て の 性格 を備

えた工 業適地 を確保 し，

……工業立 市 を市是 とす る

横浜市 の一大発展 と市民 の福祉増進 を期する
”1“

こ

とが 目標 とされ た 。 昭和30年 （1955）〜46年 （1971）

に ， 市営大黒町地先埋立（7〔L5ha ）， 同追加埋 立 （約

1ba）， 根岸湾埋 立 （第 1 期 ， 約 363．7ha ，第 2 期，

約 244ha） が高度経済成長 を背景 に急 ピ ッ チ で 進 め

られ た
。 前者に は

， 電力 ， 石 油 ， 肥 料 ， 漁業関連企

業 ， 後者に は ， 造船 ， 石 油 ， 電気 ， ガ ス
， 電力， 製

油等 の 工 揚が立地 し た。 ま た，京浜工 業地帯に 散在

して い た 日本鋼管の 工場 の 移転 ・集約 と更新を図 る

た め扇島埋立が昭和 46年 （1971）〜51年 （1976）に

造成 され，港 の 東 と南 に臨海工 業地帯 の 外延化が進

む の で あ る
t5）

。

　 し か し ， 昭和40年代 に入 る と ， 高度経済成長時代

の ひずみ とも い うべ き公 害 ・交通 閤題 に加 え ， 市街

地 の ス プ ロ
ー

ル 化 に よ る住 ・工 混在 に よ る環境問題

が発生 し，そ の 解決 の た め ，工 場移転 の 受皿 とな る

埋 立地 の 造成 と ， 住宅用地 を含む都市再開発型 の 金

沢地先埋立事業 （658ha）が46年（1971）〜 63年（1988）

に施行 され た
IS）

。 こ の 埋 立 地 には，前述 の 三菱重工

業横浜造船所 が移転 し，跡地 前面海域約 76ha の 埋

立 に よ D ，
か つ て の 関内 ・伊勢佐木 町周辺 と横浜駅

周辺 の 都心部を一体化 ， 強化 する と共 に港奥部の再

開発に よる新 しい 都心 づ く りをめ ざす 「みな とみ ら

い 21計画」 が推進 され る こ と とな っ た 。

　平成 2 年 （1990） 7 月 ，
21世紀に お け る横浜港の

総合物流タ
ー

ミ ナ ル
， 南本牧ふ 頭 （約 217ha の 人 工

島）建設事業 の 埋立に着手 し た。 こ れ に よ り港 の さ

らな る外延化が図られ る と共に
， 内港地区の 新山下

貯木場周辺 の 再開発 ， 大桟橋 の 再整備な ど に よ り新

図一4　 横浜市 の 地形分類図
！s）

24 土 と基礎，39− 1 （396）
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ータ ーフ ロ ン ト が生 まれ よ うとして い る。

　 こ の よ うに し て ，第 2 次大戦後の約 40年間に ， 戦

前 を上 まわ る約 2200ha の 埋 立地が誕生 し， それ ら

は港づ く り，ま ちづ く りに と っ て 大きな役割を果 た

して き た （図一 3参 照）。

2 横浜 の地形

　横浜 は，関東 u 一ム 層 に覆われ た市域の 約53％を

占める洪積台地 と， こ れ を解析 し た お ぼ れ 谷状 の沖

積低地 か ら な る
17）・18 ）

。 基盤は ， 第三紀の 三浦層群に

属 す る固結 シ ル ト （土丹岩）層 で ， 非常に 起伏 に富

ん で い る 。

　沖積低地 は ，鶴見川，帷子川 ， 大岡川等 の 河 口 に

あ り，河 川 規模 が小 さ い た め 三 角州の 形成が遅れ ，

海食に よ り生 じ た沿 岸砂州が潟湖状 の 内湾をつ く り，

こ の 停滞水域 に は軟 弱な粘土層が 12〜50m を超 え て

堆積 し て い る所 もみ られ る 。 こ の 河 口域は ， 前述 の

江戸期 の 新 田な ど の 基盤 とな っ た 。

　第三 紀層 は ， 神奈川 区二 本榎か ら南方で 露出 し，

tt

台地 ハ 概 シ テ南西 ヨ リ北東 二 連亙 シ テ打越 ， 白楽 ，

高島山 ， 野毛 山 ， 本 牧， 根岸山手等 二 於テ 絶壁
”

を

な して い る
19）

（図
一 4参照）。

3．開港 後の地 揚げ と埋立地 の 高 さ

　　　　　　　　 （以下 ， 傍点 と （ ）内は筆者注）

　
“

開港以前 ノ横浜 ハ 現時 ノ 海岸通附近 ノ
ー

漁村 ニ

シ テ此地 ハ 沙 （砂）嘴 ハ 主 トシ テ砂礫 ヨ リ成 リテ厚

サ 15米 二 達 シ 軟弱ナ ル 粘土層 ヲ被覆
” 2°）

す る 現大桟

橋の つ け根 の 付近 は ， 嘉永 7 年 （1854） 3 月 3 目，

日米和親条約締結 の 舞台 とな っ た所 で ある （図一 1，

4参照）。

　こ の 砂嘴と背後の 太田屋新田，横浜新 田が開発 さ

れ た
tt

入海
”

は開港場 へ 集 まる 移住商人 や ， 外国人

の 居留地の た め に 埋立て られ ， 開港場 と し て の ま ち

並 み が つ く られ て い く。

　
賊
虫来 ， 横浜 は ， 海面沼地 を埋 立 て て成れ る 部分

多きが為 め，川床 は 却て 宅地よ り高き所 あ り， 此等

の 地 は降雨 の 際 ， 汚水往往床下 に 溜滞 し，住民 の 健

康に 及ぼす影響少 な か ら ず，従 っ て 地揚 の 必要 を

生
”

ずる状態で あ っ た
21 ）。 した が っ て，明治初期 の

土木行政 は ， 地揚事業が大 きな比 重を 占め て お り，

た びた び の 大火が契機 とな っ て 進 め られ た市区改正
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と併行 して 行 われ た。

　明治 18年 （1885）には コ レ ラ の 流行 もあ り，

“
其主

因は ，

一般地盤の 低 きに 起因す と の 説 ， 識者 の 間に

起 り　
，，22 ） 翌 19年 （1886 ） 6 月23 日， 神奈川県知事沖

守固 は ，

「横浜区 （本町
・元町外 13ケ 町）地揚規則」

を公布 し た
23）

。

　第
一

条　地盤満潮面 ヨ リ四尺 （1．2m ）以上 ア ル ニ

　　非 ザ レ バ 新 二 人 ノ居住 ス ヘ キ家屋……学校及 ヒ

　　集会所 ， 製造所等ヲ含蓄……ヲ建築 ス ル ヲ得 ス

　第 二 条　従来家屋 ノ建設 ア ル 土地 ニ シ テ 満潮面 四

　　尺 末満 ノ揚所 二 於 テ ハ
， 改築 ノ 際右制限以上 二

　　地 揚 ヲ為 ス ヘ シ

　第三 〜 六 条略。

　地揚問題 は ， こ れ よ り以前 ， 明治 7年 （1874） 4

月，
tt

当港海面 井 二 田地等願済 ノ上 ， 埋 立私有 候 者

多ク ハ
， 満潮位 二 埋 立 町割願出，道敷 ト私有地 トノ

分界一定イ タ シ 候 二
， 私有地 ニ ハ 適宜 二 地上 ケ イ タ

シ ， 道敷は低地 ノ儘差置， 傍観イ タ シ 居候者， 往々

有之 ， 雨後 ハ 小川 ノ体 ヲ為シ ……車馬 ノ便
”

を失 い
，

tt

都市ノ衰滅 ヲ来ズ
’

と い う こ と に な る か ら
星

噛 今，

埋 立願済ノ年限新古ヲ 不問 ， 何 レ モ ……埋立地 ハ 満

潮面 ヨ リ三 尺高 （約 1m ）
”

に す べ き こ と が 知事 よ

り布達 され て い た
24 ）

。 し か も 前述 の 「規則」 は ，

“

四尺以 上
”

と表現 され て い たた め ，

tc
五 尺 ， 六 尺思

ヒ思 ヒ ノ地 盤
”

に地 揚 げ し 塙 低一
ナ ラ ザ ル ノ不体

裁
”

を現出す る状態 で あ っ た
25）

。

　明治 に 入 る と外国側か らも ， 慶応 2 年 （1866） 11

月23日締結 し た 「横浜居留地 改造及競馬揚墓地等約

書 」 第 3 条 の 新埋立地 と居留地改造 の 促進方 が強 く

要望 され た 。 こ の こ とは ， 明治 4 年の 予算の 約28％

が地揚費 とな っ て い る こ と か ら も，こ の事業 へ の力

の 入れ方が わ か る の で あ る
26 ）

。

　 こ の 後，最初の修築工 事に よ る鉄桟橋の天端高は

干潮面上 12．5尺 （満潮面上約1．8m ，基準面上 ＋ 3．8

m ），新港ふ 頭埋立地 で も
（t
高 さ既成地に傚 ひ 朔望

平均干潮面以上 12尺 5 寸
”

と し て お り
27）

， こ の 高 さ

が埋 立地の 地盤高 と して 定着 した よ うで あ る 。

　関東大震災後 の 市営子安 ・生 麦地 先埋立 で は
tt

朔

望平均満潮位上 1．621n （基準面上＋ 3．62m ） とな っ

た
2s）

。

　第 2 次大戦後の 大黒 町地先の 埋立地は ， 基準面上

＋ 3．8m ， 根岸湾埋 立 ＋ 3．6皿
， 最も新し い 南本牧ふ

25

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一2091

／
tt 、1

τ、

嘱 彰
丿斗糠

鴨
月 1．

1 観  

1

ド義 鬟
　　 穩 ltt

　蝋，

耄
L −一一．，一＿」

訂菌

橋

第一、、
鵜

層
洞

墾
朔

削

海
底
同

薩
線戸
朔
噴
1

朔
望

十
潮

血

以

ド一一
ー

朔
望

卜
潮

晦

以

下
．
1

朔
望

十

翻

血

以

下一．
1

朔

望

卜
調

川

以

下一．
1

尺

に

達
す
る

岸
綿

物

揚

場

石
釦

．

露

蠹
“
喩

 

鋼
／飛

1且□田囮冒圍｝F

　

T
〜

」、、
　＼吟

新
曳
ヒ

日本郵船 抹式会社

横浜税閣

（新港ふ 頭の 埋 立 法線 の 変更 と第三 紀層等深線との 関連）

　 　 　 　 図一5　 横浜税 関海面埋立計画図

頭 の 埋立 は 十4．Om で あ る 。

4．埋立地の 法線

　明 治31年 （1898） 5 月 ， 横浜商業会議所の 「港湾

修備 二 関 ス ル 建議」 を受 け て ，翌年 5 月 ， 大蔵省は

臨時税関工事部を設置 ， 現在 の 新港ふ 頭 の 設計 ・調

査 を工 学博士 古市公威に 委託 し た。計画 の 当初は ，

明治32年度予 算の 編成時期切迫の た め ， 地質調査 を

する 余裕がな く，

tt

巳 ム ヲ得 ス 往年 （最初 の 修築工

事 の 際 の H ．S．　Palmer に よ る）ノ調査 二 基キ概略計

画
”

が作成 された
29 ）

。

　 そ の 後，実施 に 当た り
電

地 盤 二 関 シ 尚ホ 精密 ノ測

量 ヲ為サ サ ル ヘ カ ラ ス
”

と し て
“

千尺 毎 （約 300m ）ノ

錐 削間隔 ヲ港 内ハ ニ 十間 （約 36m ）毎 二 遍 ク施 コ シ
”

調査 した。そ の 結果 ，

“

土丹 盤形状ハ 当初ノ予想 ト

聊 力趣 ヲ異 ニ シ ……多量 ノ土丹岩 ヲ掘 削排除セ サ レ

ハ 岸壁 二 船舶 ヲ繋留ス ル 能 ハ サ ル ヲ以 テ （当初 の）

凸字形埋 立地 ノ形状 ヲ変 シ テ 凹字形 トナ ス ノ利益ヲ

認 メ
”

埋 立法案を変更 ， 実施 され た 3°）

。 なお ， 当初

は在来陸地 と地続き の 計画 で あ っ たが ，

“

陸地 ト埋

立地 ト ノ 間 二 水路 ヲ通 シ 船溜 ヲ設 ゲ
’

る こ と と した

た め島式 に な っ た
31 ）

（図
一 5参照）。

　鶴見 ・神奈川方面 の民間埋立 は ，遠浅海岸 の 水際

線沿 い に 1 〜 2 尋（1．8〜3．6m ）以浅が埋 立 て られ ，

26

波コ

〒H

市営子 安 ・生麦地先埋立 で も平均 一〇．15

〜− 4．15皿 で あ り ，

更曜
其 ノ 地磐ハ 大 部 分

土丹質 ノ 堅硬 ナ ル 粘土層ナ ル ガ故 ニ 工 場

敷地 トシ テ最 も適当
”

な海面 を選定 し て

い る
e2）

。

　 し か し，第 2 次大戦後 の 山下 ・本牧 ・

大黒ふ 頭は ，
コ ン テ ナ化な どの 荷役形態 ，

貨物 の 種類，陸上輸送 の 変化， 船舶 の 大

型化，築港技術 の 進歩な ど に よ り， 埋立

法線形状 も水深，地盤 の 良否 の 制約を受

けずに 土地利用に見合 うも の とな っ て ゆ

く。 特 に，み な とみ らい 21計画で は ， 港

の 景観 ， と りわ け平成元年（1989）9 月開

 气 通の横 浜ベ イ ブ リ ・ ジ の 鱗 を 目 の あた

　　　りに で き る よ う法線を弓状に し ， 市民の

　　　ウォ
ーター

フ ロ ン トで の 憩 い の 揚 と し て ，

　　　臨港 パ ーク（仮称）が
一
部オ ープ ン した 。

5．地 揚 げの 土 取 り場 ・埋立地の 用土

吉 田新田 開発 の 土取 り 揚は ，

tt

久良岐郡太 田村字

天神 山長 さ 270間 （約 490m ）， 石 川中村大丸山長 さ

160問（約290m ）， 高 さ各 々 25間 （約45m ）及び横浜

村宗閑 （図一 1 の 砂嘴 の
一
部）長 さ99問 （約180m ），

幅40間 （約70m ） の 土砂 を切 り崩
” ss）

し ， 運搬， 使

用 し た とあ る こ とか ら ， 主 に 周辺 の 洪積台地 が土取

り場 で あ っ た。

　 し か し， 明治期に入 る と，地揚 げの 用土は
“

埋立

事業の 進捗 する と同時に ，土礫 の 需用益 々 加わ り，

到底丘 陵を崩 し て 得た る 土塊 の み に 依頼 し居 りて は ，

経済上 及び 作業上
”

の 問題 か ら
“

埋立地近傍 の 揚所

を開削 し て 得た る所 の 土礫 を使用する 時は ，

一方に

舟楫 の 便 を得
”

られ
“一

挙両得 の 名案
”

と い うこ と

か ら， 中村川 ・吉田 川 ・目 の 出 川 ・土取 り場 （後

述） ・横川 ・富士見川 ・桜川 の 開削土砂 に よ り地揚

げされ た
34）

。

　元治元年 （1864）11月 24 日締結され た 「横浜居留

地覚書」 第
一

条に は各 国人 の 軍事訓練揚 とするため

の 吉田新田
一

ツ 目沼地 （現在 の 蓬莱 ・万代 ・不老 ・

翁 ・扇 ・寿 ・松影 ・吉浜 の 各町） の 埋 立 が要求 さ れ

て い たが実行 され な か っ た。

　明治に 入 り，こ の 沼 地周 辺 は，開港場背後の 枢要

土 と基礎，39− 1（396）
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な地で あ り， まち が狭隘 とな っ て きた こ と か ら， 日

本側か ら埋立計画 が と り上げ られ ， 明治 3 年（1870 ）

4 月26 目， 神奈川県は 次の よ うに布告 し た
35）

。

　「横浜続吉田 新田地内沼地凡七万坪埋 立之積相成，
　 の　　　　　　　　
右土取場最寄 二 無之 ， 且船付便宜之為メ ， 中村川上

ヨ リ左宝生寺脇谷戸 ， 根岸海岸迄堀通 ， 右土 ヲ以埋

立候義 ト相心得 ，

……一手引受度望之 モ ノ有之候 ハ

ハ
……当県庁へ 可申立 候」 。 こ の 工 事は，同 3 年か ら

6 年に か けて埋立て られ ， 現在 の 根岸堀割川 も完成

し たが ， 居留地外 の 士地開発 に 対 し て ，秘密裡に外

資が導入 され ， 外交問題 に ま で 発展 した埋 立 で あ っ

た
36）。な お ， こ の 土取 り揚は ，根岸 ・山手 台地 の 洪

積層の 土丹岩で ， 俗称弥 八 力谷戸 12丈余 （約 36m）

の 小山を開削，運搬 し埋 立て た もの で あ っ た 。

　こ の 付近 は ， そ の 後 も， 高島山 （現在の 神奈川 区

高島台付近）の 土砂 と共に新港ふ 頭 の埋立に も使わ

れ た 。

　ポ ン プ船に よ る埋立 は ， 鶴 見埋立組合が ， 大正 2

年 （1913） 8 月 ，

「英国製350馬力電気式ポ ン プ浚渫

船 」 に よ る もの を嚆矢 と し
S7）

， 市営子 安 ・生麦地先

埋 立 で は ，
750

，
1000 馬力 「喞筒式浚渫船 」 寿老 ・

布袋 ・福禄丸 の 3 隻に よ り， 埋 立地前面 の 海底浚渫

土が埋立用土 と な っ た
38）

。

6．関東大震災 と埋 立地

　
tt

大正 12年 （1923）9 月 1 目の 大震災 の 横浜港 に及

ぼ せ る被害は ， 其 の 激甚な る実に港湾史上未聞
”

の

こ とで あ り
39），宅地 の 約 80％ が被災 し，坪 地 は沖

積地及埋 立 地で 主 要市街は ， 此地域に あ っ た
”

た め

と りわ け
“

家屋の 倒潰数
”

が多か っ た
4°）

。 特 に ，

“
横

浜 の 中枢な る 関内は ， 震災最 も激甚な りと称 せ られ ，

大岡川 及 中村川 に 囲繞 せ ら る る 三 角形で ほ ぼ吉田新

田 の 干拓地 に 当 る 区域 は
……関内 と同 じ く 五 割 以

上
”

が倒壊 し た
4D

。

　液状化と み られ る現象 も次 の 記述が示すよ うに沖

積低地 に 多 く認 め られ る 。そ れ らの
一例 は

｛

填 金町

・永楽町
……地割 ・陥没等が所 々 に生 じ， 濁水が噴

出 して 四方 は水溜
”　tt

岡野町 ・南幸町……各所 に 地

裂 を生 じ ， 濁水噴出 して 膝を没 し
”

等に示 され る
42 ）

。

しか し， 前述 の 海岸通 の 砂嘴 の 北西端 に位置する弁

天通 りや ，

“
青木町 ・神奈川町 ・子安町 の 丘 陵地な

どは 極め て 軽微
”

で あ っ た と い わ れ て い る よ うに
，

January ，1991
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液状化現象は ， 沖積低地 に位置する新田 ・塩 田等を

地揚 げ し た土地 に限 られて い る 。

　な お
， 港湾施設 の うち ， 基礎 を第三 紀層 の 土丹岩

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 トン

に お い た新港ふ 頭 の 「50噸定置電気起重機」 と
t’

（赤

レ ン ガ）倉庫 ハ 官設 三 階建煉 瓦倉庫 2 棟 の 内，乙号

ハ 幸ニ シ テ被害軽微 ナ リ シ モ 甲号 ハ 震害甚大 ニ シ テ

且 火災 二 罹 リ其 ノ約三分之一一
7・焼失

S’43）
したが倒壊

は免れ た 。 前者 は ， 現在も ，
「ハ ン マ ーヘ ッ ドク レ

ー
ン 」 と呼ばれ供用 され て お り， 後者 は，「

ハ マ の

赤 レ ン ガ倉庫」 とし て 市民 に親 しまれ ， み な とみ ら

い 21地区 の 赤 レ ン ガ パ ーク （仮称）の 主要な施設 と

し て 再整備が検討 され て い る。

　震災後 ， 復興局建築部が ま と め た 地質調査 報告

書
“ ）は，結章で 次 の よ うに述 べ て い る。

　
tt

平地 ハ
， 人 口最 も稠密 ノ 地城 ニ シ テ其地盤 ノ鞏

固軟弱 ハ 吾人 ノ生活 二 直接 ノ関係 ヲ有 ス ， 之 ヲ今次

ノ震災二 見ル モ 地盤 ノ硬軟 ト倒壊家屋 ノ多少 トハ 略
　　　　　　　　　 　　　　　　　　コ　　　ロ　　　’　　　．　　　．　　　　　　　コ
ホ ー

致 セ リ， 吾人ハ 地盤 ノ 適切ナ ル 利用 ニ ヨ リテ 以

テ震災 ノ軽減 ヲ 計 リ今次 ノ災害 ノ 轍ヲ践 ム コ トナ カ

ラ ン コ トヲ 希望
”

す る と述 べ て い る が，平凡な が ら

傾聴に値する言葉で はな か ろ うか。
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